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平成３０年１２月２０日 

社会教育課 

 
１  日時 平成３０年１２月１１日（火）午後１時３０分から３時３０分まで 

 

２  場所 県立倉吉体育文化会館教養室１ 

 

３ 会議の概要 

会長、副会長の選任 

○会長に鳥取短期大学 近藤委員、副会長に公立鳥取環境大学 川口委員を選任した。 

 

研修 社会教育委員の手引 [基礎編] 

○新任の委員が多いことから、社会教育の基本的な事項について研修を行うこととし、平成３０

年３月に作成した「社会教育委員の手引[基礎編]」の説明を中心に行った。 

○主な意見 

 ・全県を対象とした社会教育委員として何ができるか考えたい。 

 

報告 地域学校協働活動と学校運営協議会の一体的な取組 

 ○地域学校協働活動と学校運営協議会の制度概要や県内の状況について説明した。 

 ○主な意見 

  ・地域や学校規模で異なるので、自分の地域のコミュニティスクールのあり方を考えることが

大切。 

  ・取組状況には格差があり、格差を縮めるには中学校区での取組がポイントだと思う。 

  ・地域の取組に高校生を巻き込むことが大切。学校の所在地、高校生の居住地それぞれで地域

とつながっていけたら良い。 

 

議題 平成３１年度社会教育関係団体への補助金について 

 ○社会教育法第１３条に基づき社会教育関係団体への県からの補助について審議いただいた。３

か年ごとの見直しを行っており、平成２９年度から３１年度までの３か年の補助の在り方につ

いて、平成２８年度に財政課と協議のうえ見直し済みであり、平成３１年度の補助額について

は、大規模大会派遣等の臨時的経費を除き、既定の補助額についてお示しし、了承を得た。 

 ○特に意見なし。 

 

意見交換 体験活動の推進について 

 ○独立行政法人国立青少年教育振興機構からの受託事業「地域ぐるみで体験の風をおこそう」運

動推進事業の平成３０年度実施状況と平成３１年度事業の案について、説明した。 

 ○主な意見 

  ・事業の実施施設が限られているが、公民館等に拡大できるのか。 

  ⇒協議時間が不足したため、別途、後日委員に意見照会をし、次回会議において意見を踏まえ

た事業案を示すこととなった。 
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み き

 鳥取県連合青年団事務局次長 （欠） 

大堀
おおほり

 貴士
た か し

 NPO法人ハーモニーカレッジ理事長  

小椋
お ぐ ら

 博幸
ひろゆき

 倉吉市教育委員会教育長   

川口
かわぐち

 有美子
ゆ み こ

 公立鳥取環境大学環境学部准教授  副会長 
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こんどう

 剛
つよし

 鳥取短期大学幼児教育保育学科准教授 会長 

田中
た な か

 昭子
しょうこ

 鳥取県連合婦人会  

飛
とび

川
かわ

 みゆき 北栄町大谷こども園園長   

中田
な か だ

 朱
あけ

美
み

 倉吉市立河北小学校長   

中原
なかはら

 卓也
た く や

 日本海テレビジョン放送株式会社 編成営業局 

 販売企画部長兼事業部長 

（欠） 

福
ふく

壽
じゅ

 みどり 鳥取県ＰＴＡ協議会会長  

福田
ふ く た

 京子
きょうこ

 日本ボーイスカウト鳥取連盟理事   

村山
むらやま

 洋子
よ う こ

 わかさ生涯学習情報館館長   

山根
や ま ね

 一記
かずのり

 鳥取市賀露地区公民館館長   

米田
よ ね だ

 述史
のぶふみ

 公益社団法人鳥取県老人クラブ連合会理事  

委員 計 １４名   

 


